
学校番号 ２０９ 

平成 31年度 芸術科（美術） 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「高校生の美術２」 （日本文教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・画材や技法を十分に説明する。エスキースの作り方を指導し、美術史や現代美術の動向に着目して

オリジナルの完成を目指した主体的な取り組みを促す。 

２ 学習の到達目標 

創作活動による美的体験を通し感性を高める。豊かな表現力と鑑賞の能力を伸ばす。芸術文化の理解

を深め生涯に亘って美術を愛する心を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力  c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の

喜びを味わい、多様

な表現方法や美術

文化に関心を持ち、

主体的に表現や鑑

賞の創造活動に取

り組もうとする。 

感性や想像力を働か

せて、感じ取ったこと

や考えたこと、目的や

機能、美しさなどから

主題を生成し、創造的

な表現の構想を練っ

ている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、意

図に応じて、表現方

法を工夫している。 

美術作品などの表現

の工夫や美術文化な

どを理解し、そのよ

さや美しさを創造的

に味わっている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート 

鑑賞活動やグルー

プワークの様子 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

制作途中の作品 

作品 

ワークシート 

発言内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学  
期 

題
材
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

美
術
を
深
め
る 

【鑑賞】 

・オリエンテーション 

美術Ⅱの学習についての

説明 

画材の説明 

・デッサン(素描) 

デッサンの演習 手のポ

ーズを 2～3 方向から観

察し表現する。 

構図の工夫について学習

する。 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:美術の多様な表現に関心を持

ち、これからの学習に意欲を高

めている。 

d:美術作品などのよさや美しさ

を感じ取り、美術の働きや文化

ついての理解を深めている。 

b:対象を見つめて、形体の特徴を

つかみ、構成などを工夫してい

る。 

c:クロッキーの目的を理解し、鉛

筆の特性を生かして表現して

いる。 

 

学習活動の

様子 

 

制作の様子 

 

作品 

ク
ロ
ッ
キ
ー 

【クロッキー】 

・人物クロッキーによる導

入 

（年間を通して行う） 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 a：意欲的に取り組んでいる。 

ｂ：対象を見つめて形態の特

徴をつかみ、構成などを工夫

している 

ｃ：クロッキーの目的を理解

し、鉛筆の特性を活かして

表現している 

 

制作の様子 

 

作品 

み
て
描
く 

【絵画】【鑑賞】 

・静物画、自画像、風景画

から選択する。 

・キャンバスボードにアク

リル絵の具で着色する。 

・アクリル絵の具の特性に

ついての説明と演習。 

エスキース（下絵）の作り

方を学習する。 

・モチーフを観察して独自

の表現法を追及する。 

・美術史（絵画史）に照ら

し考える。 

・作品の完成度を高める。 

・相互鑑賞 

プレゼンテーション 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

a：意欲的に取り組んでいる。 

ｂ：観察から表現方法を研究

している。 

ｃ：オリジナルの表現を追及

している。 

ｄ： 互いの作品からフィード

バックを得る。 

アイデアス

ケッチ 

制作の様子 

制作途中の

作品 

 

 

 

 

 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

２
学
期 

２
学
期 

美
術
館
へい
こ
う 

【鑑賞】 

・美術館、ギャラリーで鑑

賞してレポートを作成す

る。 

 

○ 

 

   

 

 

a：幅広い芸術作品に関心意欲

を持つ。 

レポート 

 



ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン 

【映像メディア表現】【鑑

賞】 

・アートアニメーションの

作成の DVD と生徒作品の

鑑賞。 

・教科書を参考に発想をプ

ロットにする方法を考え

る。  

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

a：ｄ：幅広い映像作品に関心

意欲を持つ。 ｂ：映像メデ

ィアの特性を踏まえ、目的を

もとに主題を生成し視点や動

きなど視覚的要素を工夫し表

現の構想を練る。 

ｃ：カメラの特性を理解し効

果的な表現方法を工夫する。 

 

 

鑑賞   

鑑賞活動の

様子 

ワークシート 

 

想
像
上
の
生
物
を
つ
く
る 

【立体】【鑑賞】 

・教科書を参考にし、想像

上の生物を創る。 

・伝統的な張り子（型抜き）

の技法を使ってアクリル絵

の具で着色し、現代的なオ

ブジェを創作する。 

・模擬展覧会を開き、合評

する。展覧会形式の展示の

体験。 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

a：意欲的に取り組む。 

ｂ：創作的でイメージ豊かに

発想する。 

ｃ：技法を理解して丁寧に作

品を仕上げる。 

ｄ：相互鑑賞を通して理解を

深める。 

アイデアス

ケッチ  

制作の様子 

制作途中の

作品 

作品 

展示鑑賞活

動の様子や

発言内容 

３
学
期 

３
学
期 

ア
ー
ト
カ
レ
ン
ダ
ー 

【デザイン】 

・モダンテクニックなどの

技法の説明 

・主題を自由にすることに

よって、自己のテーマを考

える 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 a：意欲的に取り組んでいる。 

ｂ：創作的でイメージ豊かに

発想する。 

ｃ：技法を理解して丁寧に作

品を仕上げる。 

 

 

制作の様

子 

作品 

木
彫
額
と
ア
ー
ト
ガ
ラ
ス 

【工芸】【絵画】【彫刻】

【鑑賞】 

・スクラッチ技法の説明 

・モチーフの表現方法、明

暗の効果を活かしたエスキ

ースを創る。 

・彫刻刀の扱いを DVD で学

ぶ。 

・相互鑑賞、プレゼンテー

ション 

○ ○ ○ ○ 

a：意欲的に取り組んでいる。 

ｂ：創作的でイメージ豊かに

発想する。 

ｃ：道具の扱いや加工方法が

適切で、素材を活かした表現

がなされている。 

技法を理解して丁寧に作品を

仕上げる。 

ｄ：相互鑑賞を通して理解を

深める 

アイデアス

ケッチ 

制作の様子 

 

 

鑑賞活動の

様子や発言

内容 

作品 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。◎は、その中でも特に重点的に評価を行う観点である。 


